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2５ 

能
は
「
仮
面
劇
」
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。
能
に
お
い
て
面
を
着
用
す
る
の
は
、
能
が
ま
だ
「
猿
楽
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
か
ら
の
し
き
た
り
で

あ
り
、
能
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
『
経
覚
私
要
紗
』
長
瀞
二
年
（
一
四
五
八
）
十
一
月
二
十
九
日
条
に
は
、
「
昨
日
後
日
能
時
、
田
楽

狂
一
一
一
一
口
二
面
ヲ
宛
之
間
、
猿
楽
共
令
遺
恨
、
田
楽
宿
へ
押
寄
了
、
…
」
（
史
料
纂
集
に
よ
る
）
と
あ
り
、
前
日
二
十
八
日
の
春
日
若
宮
祭
後
日

能
に
お
い
て
田
楽
が
面
を
着
用
し
て
演
じ
た
こ
と
に
対
し
て
猿
楽
側
が
怒
り
、
争
い
と
な
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
当
時
、
面
の
着
用

が
猿
楽
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
後
代
に
な
っ
て
化
粧
で
顔
を
替
え
て
演
じ
る
類
の
芸
能
が
生
ま
れ
て
も
、

能
に
お
い
て
能
面
を
着
用
す
る
こ
と
は
今
日
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。

能
の
大
成
者
で
あ
る
世
阿
弥
（
一
一
一
一
六
三
？
～
一
四
四
一
一
一
？
）
の
出
現
に
よ
り
、
猿
楽
は
そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

し
て
世
阿
弥
以
後
、
室
町
後
期
ま
で
は
能
作
者
が
新
し
い
作
品
を
作
り
、
演
じ
る
こ
と
が
続
い
て
い
た
。
現
在
演
じ
ら
れ
て
い
る
作
品
の

う
ち
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
室
町
後
期
ま
で
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
室
町
後
期
に
成
立
し
た
作
品
に
は
、
世
阿
弥
の
生
み
出

室
町
後
期
の
能
と
能
面
ｌ
能
作
者
別
に
見
る
能
面
用
法
の
変
遷
Ｉ

は
じ
め
に

江
口
文
恵
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2６ 

世
阿
弥
の
芸
談
『
申
楽
談
儀
」
第
二
十
二
条
「
面
の
こ
と
」
に
挙
げ
ら
れ
る
主
な
面
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

翁
面
、
鬼
の
面
、
女
面
、
尉
、
笑
尉
、
男
面
、
若
男
面
、
飛
出
、
天
神
の
面
、
大
癒
見
、
小
癒
見

以
上
の
面
は
、
す
ぺ
て
現
存
す
る
能
面
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
使
っ
て
い
な
い
能
面
、
伝
わ
っ
て
い
な
い
能
面
の
名
称
は
見

ら
れ
な
い
。
今
使
わ
れ
て
い
る
面
の
う
ち
、
主
な
も
の
は
こ
の
時
期
に
す
で
に
ほ
ぼ
出
揃
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

応
永
三
十
年
（
一
四
一
一
三
）
奥
書
の
世
阿
弥
伝
書
『
三
道
』
に
て
、
「
近
来
押
し
出
だ
し
て
見
え
つ
る
世
上
の
風
体
の
数
々
」
と
し
て
列

挙
さ
れ
る
当
時
の
人
気
曲
二
十
九
曲
に
お
い
て
使
用
す
る
面
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
【
表
１
】
（
論
文
末
尾
に
別
掲
）
の
よ
う
に
な
る
。
な

お
、
後
掲
の
【
表
上
か
ら
【
表
６
】
に
は
現
行
曲
・
番
外
曲
・
散
侠
曲
が
混
在
す
る
上
、
曲
ご
と
に
使
用
す
る
面
に
つ
い
て
は
時
代
、

流
儀
及
び
家
に
よ
り
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
現
在
も
変
化
し
続
け
て
い
る
も
の
な
の
で
、
あ
く
ま
で
概
観
を
捉
え
る
た
め
の

も
の
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
【
表
１
】
に
は
〈
檜
垣
〉
の
よ
う
に
専
用
面
を
使
用
す
る
作
品
も
見
ら
れ
る
が
、
専
用
面
は
あ
る

程
度
上
演
を
重
ね
て
、
そ
の
作
品
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
も
の
と
な
っ
た
後
に
成
立
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
作
品
成

立
直
後
は
専
用
面
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
専
用
面
は
本
稿
の
考
察
に
は
含
ま
な

し
た
様
式
に
則
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
世
阿
弥
の
作
風
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

室
町
後
期
に
生
ま
れ
た
作
品
と
能
面
は
ど
の
よ
う
に
関
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
能
の
作
者
別
に
そ
の
主
要
作
品
に
使
用

さ
れ
る
能
面
を
概
観
し
な
が
ら
、
能
面
の
用
法
の
変
遷
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

い
こ
と
と
し
た
い
。

【
表
１
］
を
見
る
限
り
、
「
三
道
』
所
掲
の
一
一
十
九
曲
は
『
申
楽
談
儀
』
第
二
十
二
条
所
掲
の
能
面
で
ほ
ぼ
事
足
り
る
と
一
一
一
一
口
え
よ
う
。
世

世
阿
弥
時
代
の
能
と
能
面
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２７室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

龍
神
物
は
世
阿
弥
作
品
に
は
な
い
作
風
の
能
で
、
現
存
す
る
作
品
に
は
世
阿
弥
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
も
の
が
目
立
つ
。
そ
し
て
現
行

曲
の
龍
神
の
能
を
概
観
す
る
に
、
大
和
猿
楽
が
得
意
と
し
て
い
た
砕
動
風
鬼
の
能
と
は
少
し
違
い
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
世
阿
弥
が
否
定

し
た
力
動
風
鬼
の
能
に
近
い
演
技
に
思
わ
れ
る
。

但
し
、
田
楽
で
は
世
阿
弥
よ
り
も
前
の
時
代
に
龍
を
演
じ
た
記
録
が
あ
る
。
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
の
春
日
若
宮
臨
時
祭
に
お
い
て
禰

宜
が
演
じ
た
田
楽
能
「
村
上
の
天
皇
の
そ
の
臣
下
を
便
に
て
入
唐
を
し
さ
せ
て
琵
琶
の
博
士
廉
承
武
に
会
い
て
琵
琶
の
三
曲
を
日
本
に
伝

え
た
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
記
録
「
春
日
若
宮
臨
時
祭
次
第
」
百
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
二
巻
に
よ
る
）
に
は
、

世
阿
弥
以
降
の
時
代
も
、
尉
面
や
女
面
・
癒
見
面
な
ど
、
世
阿
弥
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
能
面
が
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
時
代
を
追
っ
て
み
て
い
く
と
、
世
阿
弥
以
後
の
作
品
に
は
世
阿
弥
作
品
に
は
使
用
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
能
面
が
い
く
つ
か
散
見
す
る
。
さ
ら
に
、
該
当
す
る
作
品
の
多
く
は
世
阿
弥
作
品
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
作
風
や
特
徴
を
持
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
次
項
か
ら
は
世
阿
弥
以
後
の
作
品
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

阿
弥
時
代
の
代
表
曲
と
言
え
る
、
こ
の
二
十
九
曲
以
外
の
世
阿
弥
作
品
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
ま
た
、
世
阿
弥
の
嫡
男
観
世

元
雅
（
？
～
一
四
一
一
一
一
一
）
の
作
品
に
つ
い
て
も
（
後
掲
【
表
２
］
参
照
）
、
曲
数
こ
そ
少
な
い
が
専
用
面
を
の
ぞ
け
ば
同
様
で
あ
る
。
よ
っ
て

世
阿
弥
作
品
、
及
び
世
阿
弥
時
代
の
作
品
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
能
面
は
、
『
申
楽
談
儀
』
第
二
十
二
条
が
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
と
言
っ

世
阿
弥
作
品
、
及
び
世
面

て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

ニ
ハ
神
利
、
春
民
、
コ
レ
ハ
リ
ゥ
神
、
リ
ウ
ワ
ウ
ニ
ハ
清
有
ナ
ル
、
此
三
人
ハ
ヲ
モ
テ
ヲ
キ
ル
。
清
有
王
ノ
ス
ガ
タ
。

コ
ノ
サ
ン
キ
ョ
ク
ヲ
ッ
タ
エ
テ
、
キ
テ
ウ
ス
ル
ト
キ
、
リ
ウ
ワ
ウ
リ
ウ
ジ
ン
イ
デ
テ
、
コ
ノ
サ
ン
キ
ョ
ク
ヲ
ト
ル
。
ソ
ノ
リ
ウ
ジ
ン

二
龍
神
物
と
「
龍
神
」
の
面
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2８ 

猿
楽
に
お
い
て
龍
を
取
り
入
れ
、
龍
神
物
が
そ
の
後
人
気
の
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
金
春
禅
竹
二
四
○
五
～
一

（
注
１
）

四
七
○
Ｐ
・
）
作
の
〈
春
日
龍
神
〉
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
す
で
に
樹
下
好
美
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〈
春
日
龍
神
〉
は
春
日
明
神
に
参
詣
し
た
明
恵
上
人
の
前
に
八
大
竜
王
が
現
れ
る
筋
立
て
の
曲
で
、
後
シ
テ
が
龍
神
で
あ
る
。
永
正
期

（
一
五
○
四
～
一
五
二
一
）
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
装
束
付
、
鴻
山
文
庫
蔵
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
は
、
〈
春
日
龍
神
〉
に
つ
い
て
以
下
の
ご
と

く
記
し
て
い
る
（
引
用
は
増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
８
『
謡
曲
狂
言
」
に
よ
る
）
。

一
、
春
日
龍
神
。
し
て
、
ま
ヘ
ハ
せ
う
。
宮
人
の
出
立
。
風
折
・
大
口
・
わ
う
ゑ
。
後
ハ
龍
神
出
ル
也
。
れ
う
を
い
た
国
き
て
よ
し
。

傍
線
部
に
あ
る
ご
と
く
、
後
シ
テ
の
龍
神
に
は
飛
出
面
も
し
く
は
黒
髭
面
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
当
該
箇
所
に
は

脱
文
が
あ
る
ら
し
く
、
異
本
で
は
傍
線
部
が
「
と
ひ
出
の
面
、
黒
ひ
け
、
鬼
、
口
あ
き
た
る
吉
。
」
と
あ
り
、
先
の
二
種
の
面
に
加
え
、

（
注
２
）

「
口
の
開
い
た
鬼
の
面
」
を
使
用
し
て
も
よ
い
と
あ
る
。
恐
ら
く
く
う
の
箪
面
の
よ
う
な
面
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

現
行
各
流
で
は
、
〈
春
日
龍
神
〉
の
後
シ
テ
の
面
に
つ
い
て
は
特
殊
な
演
出
以
外
、
つ
ま
り
小
書
が
つ
か
な
い
限
り
、
黒
髭
面
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『
舞
芸
六
輪
次
第
」
以
外
の
古
型
付
も
概
観
す
る
と
、
黒
髭
面
が
主
だ
が
、
黒
髭
面
と
飛
出
面
を
併
記
す
る
も

の
も
散
見
す
る
。
『
舞
芸
六
輪
次
第
」
が
計
三
種
の
能
面
を
併
記
す
る
の
は
、
現
在
に
比
べ
て
、
当
時
は
使
用
す
る
面
が
そ
れ
ほ
ど
固
定

と
あ
り
、
龍
王
と
龍
二
人
、
計
三
人
の
役
者
が
「
龍
」
を
演
じ
る
の
に
「
ヲ
モ
テ
（
面
巨
を
着
用
し
た
と
あ
る
。
能
で
面
を
着
用
す
る
の

は
、
素
顔
で
は
演
じ
ら
れ
な
い
役
、
言
い
換
え
れ
ば
生
き
て
い
る
人
間
の
男
以
外
の
役
を
演
じ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
田
楽
能
「
村
上
の

天
皇
の
そ
の
臣
下
を
…
簾
承
武
に
会
い
て
…
」
に
お
い
て
も
、
人
間
で
は
な
い
「
龍
」
に
扮
す
る
た
め
に
面
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
・

飛
出
の
面
、
く
る
ひ
け
き
た
る
よ
し
。
黒
か
し
ら
、
又
ハ
し
や
く
ま
、
い
つ
れ
も
よ
し
。
う
ち
つ
へ
を
も
つ
也
・
わ
き
、
そ
う
二

三
人
計
。

Hosei University Repository



２９室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

着
用
す
る
面
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
傍
線
部
に
「
後
は
お
に
也
。
」
と
あ
る
。
〈
和
布
刈
〉
の
詞
章
に
は
「
お
き
よ
り
龍

神
、
あ
ら
は
れ
た
り
。
」
や
「
龍
神
す
な
は
ち
、
あ
ら
は
れ
て
、
」
（
観
世
元
頼
節
付
本
に
よ
る
）
な
ど
、
「
龍
神
」
と
あ
り
、
龍
が
登
場
す
る

の
は
明
白
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
が
「
龍
」
で
な
く
「
鬼
」
と
す
る
の
は
、
龍
神
が
猿
楽
に
お
い
て
比
較
的
新

し
い
風
体
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
龍
神
が
鬼
の
延
長
上
に
あ
る
た
め
、
「
鬼
」
と
「
龍
」
に
明
確
な
区
別
が
で
き
て
い

的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

当
時
に
お
け
る
面
の
用
法
が
現
在
に
比
べ
て
固
定
的
で
な
い
の
は
、
何
も
龍
神
の
面
の
み
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
古
型
付
が
そ
れ

を
物
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
〈
井
筒
〉
に
お
い
て
は
室
町
期
に
は
前
後
で
面
を
替
え
る
、
ま
た
後
場
に
増
髪
面
な
ど
を
着
用
す
る
な
ど
の

（
注
３
）

現
行
に
な
い
演
出
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
し
、
〈
鵺
〉
の
前
シ
ー
ア
の
面
に
お
い
て
は
、
現
行
各
流
が
指
定
す
る
怪
士
面
の
ほ
か
、

平
太
面
や
童
子
面
、
痩
男
面
な
ど
様
々
な
面
を
指
定
す
る
文
献
が
散
見
す
る
。
こ
れ
は
、
〈
鵺
〉
の
前
シ
テ
が
も
と
は
今
の
解
釈
と
は
か
な

（
注
４
）

り
異
な
る
人
物
像
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
ほ
か
、
怪
士
面
と
平
太
面
に
つ
い
て
は
、
目
に
お
け
る
金
の
有
無
の
違
い
を
除
け
ば
形

（
注
５
）

状
・
面
ざ
し
は
か
な
り
似
て
い
る
の
で
、
〈
鵺
〉
に
限
ら
ず
併
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
能
面
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
く
う
で
も
流

儀
や
個
々
の
家
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
面
を
選
択
す
る
か
に
よ
っ
て
演
能
の
印
象
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
が
、
当
時
の

面
の
用
法
や
使
用
範
囲
の
方
が
現
在
よ
り
も
い
さ
さ
か
流
動
的
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
手
元
に
あ
る
面
に
そ
の
都
度
彩
色
を
施
し
て

使
っ
て
い
た
の
が
、
能
の
式
楽
化
・
制
度
化
に
伴
い
、
次
第
に
使
用
す
る
面
も
固
定
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

龍
神
物
と
龍
の
演
技
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
面
に
論
を
戻
す
。
先
に
引
用
し
た
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
に
は
、
同
じ
く
龍
神
物
で
、
作
者

（
注
６
）

不
明
の
能
〈
和
布
刈
〉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
め
か
り
。
し
て
、
ま
ヘ
ハ
せ
う
。
常
の
出
立
也
。
後
は
お
に
也
。
天
女
有
。
つ
れ
の
出
立
也
。
か
ま
を
も
つ
。
め
を
か
る
て
い

￣ 

也、
ｏｎ」＿
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3０ 

黒
髭
面
は
龍
神
に
使
わ
れ
る
、
鬼
神
系
の
能
面
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
の
ほ
か
、
『
八
帖
本
花
伝
書
」
な
ど
に
そ

の
名
が
見
え
る
の
で
、
室
町
後
期
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
阿
弥
の
伝
書
に
は
黒
髭
面
の
名
称

は
見
え
な
い
。
「
鬼
の
面
」
自
体
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
、
世
阿
弥
が
伝
書
の
中
で
父
観
阿
弥
（
一
一
一
一
三
三
～
一
一
一
一
八
四
）
の
鬼
の
演

技
に
つ
い
て
語
り
、
古
作
と
さ
れ
る
作
品
に
鬼
の
能
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
面
「
黒
髭
」
の
名
前
が
文
献

上
に
見
え
る
は
世
阿
弥
よ
り
も
少
し
後
の
時
代
か
ら
で
あ
る
。
世
阿
弥
時
代
に
は
黒
髭
面
が
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
世
阿
弥
作
品
に
は
龍
神
の
登
場
す
る
作
品
が
見
つ
か
ら
な
い
。
龍
神
の
能
が
人
気
曲
と
し
て
は
ま
だ
定
着
し
て
い

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
頃
は
、
ま
だ
黒
髭
面
が
生
ま
れ
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
、
貞
和
五
年
の
田
楽

能
「
村
上
の
天
皇
の
そ
の
臣
下
を
…
簾
承
武
に
会
い
て
．
：
」
に
お
い
て
龍
の
役
を
演
じ
た
一
一
一
人
が
面
を
着
用
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
面
が
使
わ
れ
た
の
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
演
目
と
素
材
を
同
じ
く
し
、
内
容
も
一
部
共
通
す

る
能
〈
絃
上
〉
の
龍
神
は
黒
髭
面
を
着
用
す
る
。
た
だ
し
、
本
格
的
に
猿
楽
が
龍
神
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
前
述
の
通
り
金

春
禅
竹
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
黒
髭
面
で
は
な
く
、
飛
出
面
な
ど
の
既
存
の
面
に
彩
色
を
加
え
て
龍
神
の
顔
を
作
っ
て
い
た

そ
し
て
、
〈
春
日
龍
神
〉
以
降
、
龍
神
物
の
新
作
が
増
え
て
い
く
。
【
表
４
］
（
後
掲
）
の
通
り
、
特
に
観
世
小
次
郎
信
光
二
四
五
○
～
｜

（
注
８
）

（
注
９
〉

五
一
六
）
の
作
品
の
う
ち
、
現
存
し
て
い
る
二
十
四
作
品
中
そ
の
一
一
一
分
の
一
を
占
め
る
八
作
品
に
龍
が
登
場
す
る
。
ま
た
、
信
光
の
息
子

（
注
Ⅲ
）

で
あ
る
観
世
弥
次
郎
長
俊
（
一
四
八
八
～
一
五
四
一
？
．
）
の
作
ロ
叩
に
も
多
く
の
龍
神
物
が
あ
る
（
後
掲
【
表
６
参
照
】
）
。
ち
な
み
に
禅
竹
の
孫

に
あ
た
る
金
春
禅
鳳
（
一
四
五
四
～
？
）
作
の
〈
一
角
仙
人
〉
に
も
二
人
の
龍
神
が
登
場
す
る
が
（
後
掲
【
表
５
参
照
】
）
、
成
人
の
役
者
が
面
を

（
注
７
）

か
丑
⑩
し
れ
な
い
。

な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
〈
和
布
刈
〉
の
後
シ
テ
の
面
に
つ
い
て
は
現
行
各
流
お
よ
び
多
く
の
古
型
付
が
黒
髭
面
を
指
定

し
て
い
る
。
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3l室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

観
世
信
光
の
作
品
に
は
箪
面
を
着
用
す
る
も
の
が
多
く
あ
る
。
【
表
４
］
に
あ
る
通
り
、
箪
面
を
使
用
す
る
作
品
に
は
〈
皇
帝
〉
の
後
ツ

レ
病
鬼
、
〈
龍
虎
〉
の
虎
穴
石
橋
〉
の
専
用
面
の
獅
子
口
面
を
使
用
す
る
場
合
も
あ
る
）
、
〈
羅
生
門
〉
や
〈
紅
葉
狩
〉
の
悪
鬼
な
ど
が
あ
る
。
人
に

危
害
を
加
え
る
鬼
、
ま
た
は
登
場
人
物
と
敵
対
す
る
、
も
し
く
は
退
治
さ
れ
る
鬼
な
ど
が
目
立
つ
。

鬼
の
面
は
古
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
た
め
、

確
立
さ
れ
た
た
め
に
、
鬼
面
の
中
か
ら
龍
』

が
黒
髭
面
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

着
用
し
て
演
じ
る
場
合
と
子
方
が
直
面
で
演
じ
る
場
合
の
二
通
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
子
方
が
演
じ
る
の
が
原
型
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
新
作
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
脇
能
を
、
天
女
が
舞
を
舞
う
演
出
や
、
龍
神
が
出
て
働
事
を
す
る
演
出
に
替
え
る
な
ど
の
改

〈
注
辿

作
が
多
く
行
わ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

新
し
い
作
風
や
流
行
の
作
品
群
が
新
し
い
能
面
を
生
む
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
〈
春
日
龍
神
〉
以
降
、
「
龍
」
と
い
う
素
材
の

魅
力
も
あ
り
、
龍
神
の
能
が
新
作
・
改
作
を
含
め
て
か
な
り
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
ほ
か
の
鬼
神
と
区
別
す
る
べ
く
龍

神
そ
の
も
の
を
表
現
し
た
能
面
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
需
要
に
応
じ
て
黒
髭
面
が
成
立
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
、

鬼
の
面
は
古
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
た
め
、
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し
て
い
た
が
、
龍
神
物
が
一
つ
の
人
気
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

確
立
さ
れ
た
た
め
に
、
鬼
面
の
中
か
ら
龍
に
の
み
使
用
す
る
面
と
し
て
、
ほ
か
の
鬼
面
と
区
別
さ
れ
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
能
面

箪
面
は
鬼
の
面
の
一
つ
で
、
い
か
に
も
人
相
が
悪
く
、
主
に
悪
鬼
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
面
も
黒
髭
面
と
同
様
、
世
阿
弥
や
世
阿
弥
時

代
の
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
世
阿
弥
以
後
に
成
立
し
た
能
に
つ
い
て
は
使
用
さ
れ
る
例
が
増
え
て
く
る
。

前
述
の
通
り
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
〈
春
日
龍
神
〉
項
で
「
鬼
、
口
あ
き
た
る
」
と
あ
る
面
と
は
、
恐
ら
く
墾
面
の
よ
う
な
類
の
鬼
の
面
を
指

（
注
皿
）

し
て
い
る
ｊ
Ｄ
の
と
思
わ
れ
る
。

三
悪
鬼
の
能
と
露
面
ｌ
観
世
信
光
作
品
Ｉ
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3２ 

［
ノ
リ
地
］
（
シ
と
〈
下
〉
、
き
じ
ん
は
つ
う
り
き
、
じ
ざ
い
も
う
せ
て
、
〈
同
〉
ノ
ー
、
お
き
つ
ま
る
ぴ
つ
、
は
し
り
出
る
を
、
を
つ

つ
め
た
ま
へ
ば
、
御
殿
を
飛
お
り
、
り
つ
き
う
の
ぎ
よ
つ
か
い
に
、
は
し
り
あ
が
る
を
、
の
が
さ
じ
も
の
を
と
、
引
お
ろ
し
、
り
け

ん
を
ふ
り
あ
げ
、
づ
た
人
、
に
き
り
は
な
し
、
庭
上
に
な
げ
す
て
、
た
ち
ま
ち
に
、
き
ひ
も
そ
く
さ
い
、
猶
こ
の
君
の
、
め
ぐ
み
を

あ
ふ
ぎ
、
守
の
神
と
、
な
る
べ
し
と
、
玉
躰
を
拝
し
、
た
て
ま
つ
り
、
ノ
～
て
、
す
が
た
は
夢
と
ぞ
、
成
に
け
る
。

「
お
ど
ろ
き
ざ
は
ぎ
」
や
「
お
き
つ
ま
る
ぴ
つ
、
は
し
り
出
る
を
」
、
「
御
殿
を
飛
お
り
、
り
つ
き
う
の
ぎ
よ
つ
か
い
に
、
は
し
り
あ
が

る
を
」
な
ど
か
ら
も
、
病
鬼
の
演
技
の
荒
々
し
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。
「
悪
鬼
」
の
ほ
か
に
「
鬼
神
」
と
い
う
語
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は

く
羅
生
門
〉
や
〈
紅
葉
狩
〉
と
も
共
通
す
る
。
ま
た
、
〈
龍
虎
〉
に
は
「
悪
鬼
」
の
語
こ
そ
見
え
な
い
が
、
後
シ
テ
の
虎
を
「
猛
虎
」
だ
け
で
な

く
「
悪
虎
」
と
も
表
現
す
る
。
い
か
に
も
餐
面
を
あ
て
が
い
た
く
な
る
表
現
と
言
え
よ
う
。

【
表
１
］
か
ら
【
表
３
］
ま
で
を
見
て
も
、
禅
竹
ま
で
の
能
作
者
の
作
品
に
は
、
箪
面
を
使
用
す
る
作
品
が
見
ら
れ
な
い
。
人
に
危
害

を
加
え
、
退
治
さ
れ
る
べ
き
「
鬼
」
と
い
う
登
場
人
物
が
見
当
た
ら
な
い
と
も
言
え
る
。
そ
の
ほ
か
、
表
に
掲
出
し
て
い
な
い
能
で
は

〈
舎
利
〉
〈
大
江
山
〉
〈
土
蜘
蛛
〉
な
ど
で
箪
面
が
使
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
い
ず
れ
も
世
阿
弥
よ
り
も
少
し
後
の
時
代
に
成
立
し
た
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。
箪
面
を
着
用
し
て
演
じ
る
登
場
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
、
見
る
か
ら
に
「
鬼
」
そ
の
も
の
で
、
世
阿
弥
が
否
定
し
、
自
分

参
考
ま
で
に
、
詞
章
に
「
悪
鬼
」
の
語
が
見
え
る
〈
皇
帝
〉
の
終
曲
部
を
引
用
す
る
（
本
文
は
天
理
図
書
館
蔵
室
町
末
期
筆
観
世
流
謡
本
を
底

本
と
し
、
適
宜
濁
点
を
施
す
。
役
名
を
補
っ
た
場
合
は
九
括
弧
（
）
で
括
る
）
。

［
ノ
リ
地
］
〈
同
〉
悪
鬼
は
是
を
、
見
る
よ
り
も
、
ｌ
～
、
お
ど
ろ
き
ざ
は
ぎ
、
彼
ま
き
ば
し
ら
に
、
か
く
れ
け
る
を
、
せ
う
き
の
せ

い
れ
い
、
馬
よ
り
お
り
た
ち
、
り
け
む
を
ひ
っ
さ
げ
、
た
も
と
を
か
ざ
し
、
み
や
う
わ
う
け
い
に
、
む
か
ひ
給
へ
ば
、
鬼
神
の
す
が

た
は
、
か
く
れ
も
な
し
。

た
は
、

【
舞
働
】

Hosei University Repository



３３室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

そ
の
中
に
は
面
を
着
用
し
な
い
直
面
の
立
衆
が
大
勢
登
場
し
て
合
戦
の
様
子
な
ど
を
演
じ
る
、
所
謂
「
斬
り
組
能
」
な
ど
も
当
然
含
ま

れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
面
を
着
用
す
る
登
場
人
物
が
多
い
作
品
も
作
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
観
世
信
光
の
作
品
〈
玉
井
〉
で
後
ツ
レ
の
天

女
が
二
名
登
場
す
る
の
も
そ
の
傾
向
の
一
つ
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
息
子
観
世
長
俊
の
作
品
〈
大
社
〉
で
は
、
鼻
瘤
悪
尉
面
な
ど
を
着
用
す
る

後
シ
テ
の
ほ
か
、
後
ツ
レ
と
し
て
連
面
を
着
用
し
た
天
女
と
黒
髭
面
を
着
用
し
た
龍
神
が
現
れ
る
。

観
世
弥
次
郎
長
俊
は
観
世
座
の
脇
の
為
手
と
し
て
活
躍
し
、
父
信
光
同
様
に
能
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
長
俊
の
直
談
を

考
え
ら
れ
よ
う
。

黒
髭
面
を
用
い
る
龍
神
も
、
墾
面
を
用
い
る
悪
鬼
も
、
世
阿
弥
作
品
に
は
な
い
作
風
の
象
徴
と
も
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
世
阿
弥
と
は
異

な
る
作
風
が
人
気
を
得
て
作
品
群
と
し
て
確
立
し
、
新
し
い
能
面
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
、
ま
た
は
初
期
に
数
多
い
種
類
が
出

揃
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
鬼
の
面
か
ら
、
龍
神
や
悪
鬼
に
ふ
さ
わ
し
い
面
と
し
て
分
派
し
て
い
き
、
固
定
化
し
て
い
っ
た
可
能
性
な
ど
が

た
ち
の
芸
風
と
は
異
な
る
も
の
と
位
置
づ
け
た
「
力
動
風
鬼
」
に
近
い
タ
イ
プ
の
鬼
が
目
立
つ
。
「
鬼
の
面
」
の
成
立
が
比
較
的
早
い
時

期
で
あ
る
の
で
、
餐
面
の
よ
う
な
口
を
開
け
た
人
相
の
悪
い
鬼
面
が
室
町
後
期
ま
で
全
く
な
か
っ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
大
和
猿
楽

が
得
意
と
し
て
い
た
「
砕
動
風
鬼
」
と
は
一
線
を
画
す
鬼
の
能
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
、
箪
面
の
使
用
頻
度
の
増
加
も
し
く
は
誕
生
へ
と

し
か
し
、
世
阿
弥
以
後
、
室
斫

人
物
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。

世
阿
弥
時
代
の
ツ
レ
が
演
じ
る
役
と
言
え
ば
、
男
な
ら
直
面
、
女
な
ら
連
面
や
姥
面
を
着
用
す
る
「
ツ
レ
女
」
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
世
阿
弥
以
後
、
室
町
後
期
に
は
そ
の
原
則
か
ら
大
き
く
か
け
は
な
れ
た
能
が
多
く
作
ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
登
場

つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
能
面
着
用
の
登
場
人
物
の
増
加
ｌ
観
世
長
俊
作
品
を
中
心
に
Ｉ
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3４ 

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

カ
ン
シ
ン
出
立
、
地
の
出
立
。
大
口
キ
ヌ
也
。
小
袖
ヌ
ギ
カ
ク
ル
。
打
杖
持
。
セ
キ
フ
ジ
ン
、
面
ス
ヂ
。
袖
ナ
シ
・
大
口
。
ハ
ウ
エ

ッ
、
ク
ロ
ガ
シ
ラ
。
面
三
ヶ
月
。
袖
ナ
シ
。

ま
ず
「
地
の
出
立
」
と
あ
る
韓
信
だ
が
、
こ
の
出
立
は
『
前
漢
書
平
話
」
の
韓
信
の
墓
か
ら
大
蛇
が
出
る
話
に
ち
な
ん
で
の
も
の
と
解

（
注
型

さ
れ
る
。
着
用
す
る
面
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
が
、
典
拠
通
り
大
蛇
の
設
定
で
あ
れ
ば
、
長
俊
の
父
、
観
世
信
光
の
作
〈
大
蛇
〉
の
ご
と

く
黒
髭
面
や
大
飛
出
面
を
着
用
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
〈
呂
后
〉
も
龍
の
登
場
す
る
能
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
位

筆
録
し
た
作
者
付
『
能
本
作
者
註
文
』
（
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
奥
書
）
に
は
彼
自
身
の
作
品
が
二
十
五
番
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

十
八
番
が
現
存
す
る
。
長
俊
作
品
を
番
外
曲
も
含
め
て
読
ん
で
い
く
と
、
能
面
を
着
け
る
人
物
が
増
加
す
る
傾
向
が
さ
ら
に
顕
著
と
な
り
、

大
が
か
り
で
派
手
な
演
出
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
の
が
わ
か
る
。
末
尾
に
掲
げ
た
【
表
６
］
の
「
ツ
レ
な
ど
の
面
」
の
項
目
を
見
る

と
、
長
俊
作
品
の
ほ
と
ん
ど
の
曲
に
お
い
て
シ
テ
以
外
の
役
者
が
面
を
着
用
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
項
で
は
そ
の
い
く
つ
か
を
例
と
し

て
挙
げ
、
考
察
し
て
み
た
い
。

書
の
型
付
『
妙
佐
本
仕
舞
付
」
（

に
つ
い
て
以
下
の
ご
と
く
あ
る
。

［
例
１
］
〈
呂
后
〉

能
〈
呂
后
〉
は
、
呂
后
に
よ
る
謹
言
な
ど
で
死
に
至
っ
た
た
め
に
后
に
恨
み
を
抱
く
戚
夫
人
・
韓
信
・
彰
越
の
三
人
の
怨
霊
が
病
床
の
呂

后
を
襲
う
が
、
文
帝
に
退
治
さ
れ
る
と
い
う
筋
の
、
中
国
の
『
前
漢
書
平
話
』
を
素
材
と
す
る
作
品
で
あ
る
。
慶
長
三
年
二
五
九
八
）
奥

書
の
型
付
『
妙
佐
本
仕
舞
付
」
（
鴻
山
文
庫
蔵
。
能
楽
資
料
集
成
、
「
観
世
流
古
型
付
集
』
に
よ
る
）
で
は
、
呂
后
を
襲
う
三
人
の
怨
霊
の
出
立

ち
な
み
に
江
戸
時
代
後
期
の
型
付
、
上
杉
家
蔵
『
謡
本
型
付
」
に
は
、
〈
呂
后
〉
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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３５室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

「
ホ
ウ
エ
ッ
平
太
面
（
傍
書
「
霊
神
」
）
装
束
カ
ン
シ
ン
同
前
也
劔
ヌ
キ
身
持

と
あ
り
、
韓
信
の
面
に
つ
い
て
は
怪
士
面
を
指
定
し
て
い
る
。

次
に
、
戚
夫
人
に
つ
い
て
は
、
「
妙
佐
本
仕
舞
付
』
に
「
面
ス
ヂ
」
と
あ
る
。
「
ス
ヂ
」
と
言
え
ば
、
現
存
の
能
面
で
連
想
さ
れ
る
の
は

筋
男
面
で
あ
る
。
『
妙
佐
本
仕
舞
付
』
で
は
能
〈
船
橋
〉
の
項
に
て
、
後
シ
テ
の
面
に
つ
い
て
「
面
、
三
日
月
。
ス
ヂ
ニ
テ
モ
。
又
ハ
ワ
カ

男
ニ
テ
モ
」
と
、
選
択
可
能
な
能
面
の
一
つ
と
し
て
「
ス
ヂ
」
を
指
定
す
る
。
な
お
、
〈
船
橋
〉
の
後
シ
テ
の
面
は
現
行
諸
流
で
も
同
系
統

の
怪
士
や
真
角
な
ど
を
使
用
す
る
の
で
、
〈
船
橋
〉
所
掲
の
面
「
ス
ヂ
」
が
筋
男
面
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
く
呂

后
〉
の
戚
夫
人
は
「
夫
人
」
と
あ
る
通
り
、
女
体
の
登
場
人
物
で
あ
る
。
こ
の
役
に
筋
男
面
で
は
合
理
性
に
欠
け
る
。
ち
な
み
に
『
妙
佐

本
仕
舞
付
』
で
女
体
に
「
ス
ヂ
」
面
を
指
定
す
る
曲
は
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
か
後
代
の
『
謡
本
型
付
』
で
は
般
若
面
を
指

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い
能
面
に
、
筋
男
面
や
般
若
面
に
似
た
面
ざ
し
の
、
一
一
一
一
口
わ
ば
「
筋
女
」
面
が
存
在
し
て
い
た

（
注
嘔
）

の
か
ｊ
、
し
れ
な
い
。

一
、
ワ
キ
放
カ
ミ
ハ
サ
ラ
厚
板
大
口
袖
無
コ
シ
帯
小
サ
刀
扇

一
、
太
夫
直
面
唐
冠
色
鉢
巻
唐
織
ハ
ン
切
腰
帯
ニ
ッ
狩
衣
笛
ノ
上
ニ
テ
ト
ル
唐
團
持
劔
フ
タ
ィ
ニ
而
ハ
ク

ー
、
大
臣
脇
ワ
キ
ッ
レ
ニ
人
梨
子
内
前
折

一
、
夫
人
般
若
平
元
結
鬘
帯
釦
饒
腰
帯
腰
巻
鱗
ヵ
九
ツ
ク
シ
打
杖
持
ノ
シ
メ
冠
リ

「
カ
ン
シ
ン
呵
似
（
傍
書
「
霊
神
」
）
唐
冠
黒
頭
色
鉢
マ
キ
厚
板
ハ
ン
切
法
被
右
肩
ヌ
ク
コ
シ
帯
劔
ヌ
キ
ミ
ニ
て
右
二
持

（
注
ｕ
）

（
居
）

｜
、
連
姥
（
「
女
」
を
消
す
）
同
面
（
傍
書
「
同
カ
ミ
」
）
鬘
同
帯
鉛
大
口
白
唐
織
ツ
ホ
折
腰
カ
ヶ
巨
ル
コ
、
ン
帯

ノ
シ
メ
冠
リ

コ
シ
掛
作
物
ノ
内
一
一
テ
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3６ 

［
例
２
］
〈
丸
子
〉
（
三
上
ヶ
嶽
）

作
者
付
『
能
本
作
者
註
文
」
に
お
い
て
、
長
俊
が
自
身
の
作
と
す
る
二
十
五
曲
の
中
に
「
み
う
へ
が
嵩
」
と
い
う
曲
名
が
見
え
る
。
こ

の
作
品
は
、
〈
丸
子
〉
と
い
う
別
名
で
い
く
つ
か
の
番
外
謡
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
曲
で
あ
る
。

内
容
は
鬼
退
治
物
で
、
丸
子
親
王
（
ワ
キ
）
が
丹
後
国
三
上
ヶ
嶽
に
鬼
退
治
に
向
か
い
、
明
神
（
シ
ー
エ
と
大
犬
（
ツ
レ
）
の
助
け
を
借
り
て
、

（
注
Ⅳ
）

山
奥
に
鼈
る
鬼
を
退
治
す
る
と
い
う
筋
立
て
に
な
っ
て
お
り
、
『
清
薗
寺
縁
起
」
な
ど
の
縁
起
類
を
素
材
と
し
て
い
る
。
退
治
さ
れ
る
鬼

に
は
「
て
い
こ
・
つ
ち
ぐ
ま
・
か
る
や
し
や
」
と
い
う
三
匹
が
登
場
す
る
。
伝
本
が
少
な
く
、
演
出
資
料
が
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
後
場

の
詞
章
か
ら
鬼
が
登
場
す
る
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
、
以
下
に
引
用
す
る
。
（
観
世
文
庫
蔵
茶
色
表
紙
五
番
綴
番
外
謡
本
を
底
本
と
す
る
）
。

（
注
陥
）

一
二
人
月
の
彰
越
に
つ
い
て
は
、
『
妙
佐
本
仕
舞
付
」
は
怪
士
系
統
の
一
二
日
月
面
を
指
定
す
る
。
上
杉
家
『
謡
本
型
付
』
も
平
太
や
霊
神

な
ど
、
類
型
の
面
を
指
定
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ほ
ど
差
異
は
な
い
。

以
上
の
通
り
、
〈
呂
后
〉
で
后
を
襲
う
た
め
に
現
れ
る
怨
霊
の
三
人
組
は
、
「
妙
佐
本
仕
舞
付
」
に
よ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
扮
装
を

し
、
異
な
る
能
面
を
着
用
す
る
。
こ
れ
は
大
い
に
観
客
の
目
を
引
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
も
こ
の
三
人
組
と
文
帝
の
戦
闘

場
面
や
、
間
狂
言
に
「
肉
の
塊
」
な
る
役
が
登
場
す
る
な
ど
、
見
せ
場
に
は
事
欠
か
な
い
作
品
で
あ
る
。
そ
の
一
要
素
と
し
て
敵
一
一
一
人
組

登
場
の
場
面
や
そ
の
出
立
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

［
ノ
リ
地
］
清
光
を
戴
く
、
だ
だ
に
乗
じ
、
ノ
ー
、
も
み
合
わ
せ
乱
れ
ち
る
、
御
幣
の
中
に
、
神
躰
顕
れ
、
眼
も
か
ず
や
き
、
あ
た

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
 

［
二
七

【
早
笛
】

［
ノ
リ
地
］
〈
上
〉
、
て
い
こ
つ
ち
ぐ
ま
、
か
る
や
し
や
は
、
ノ
ー
、
岩
屋
深
く
も
、
籠
り
居
て
、
打
べ
き
様
こ
そ
、
な
か
り
け
れ
。

［
ニ
セ
イ
）
］
〈
上
同
〉
雪
を
ち
ら
す
か
御
幣
の
、
あ
ら
み
き
き
か
や
恐
ろ
し
や
。
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３７室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

［
例
３
］
〈
降
魔
〉

面
を
着
用
す
る
登
場
人
物
の
多
い
長
俊
作
品
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
そ
の
特
徴
が
顕
著
な
作
品
が
〈
降
魔
〉
で
あ
ろ
う
。
こ
の
能
の
筋
は
、

釈
尊
（
ワ
キ
）
の
成
道
を
第
六
天
魔
王
が
妨
害
す
る
が
、
天
神
・
地
神
に
よ
っ
て
魔
王
が
調
伏
さ
れ
、
釈
尊
は
二
神
の
守
護
の
も
と
無
事
成

道
に
至
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
「
天
魔
擬
妨
菩
薩
成
道
語
第
六
」
に
ほ
ぼ
同
じ
筋
の
説
話
が
見
え
る
。

〈
降
魔
〉
の
主
要
登
場
人
物
の
出
立
に
つ
い
て
は
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
『
衣
裳
附
』
が
詳
し
い
の
で
以
下
に
引
用
す
る
。

姿
は
、
残
ら
ず
鏡
に
、
顕
れ
た
り
。

詞
章
か
ら
考
え
る
に
、
恐
ら
く
岩
の
作
り
物
の
中
に
入
る
こ
と
で
篭
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
作
り
物
の
中
か

ら
現
れ
る
「
三
鬼
」
（
謡
本
中
の
語
に
基
づ
き
こ
の
よ
う
に
称
す
）
は
、
一
一
一
名
の
役
者
が
そ
れ
ぞ
れ
鬼
の
面
を
着
用
し
て
演
じ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
「
三
鬼
」
は
、
丸
子
親
王
に
退
治
さ
れ
る
「
悪
鬼
」
で
あ
る
の
で
、
蜜
面
な
ど
を
着
用
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
［
例
１
］

〈
呂
后
〉
の
一
一
一
人
の
怨
霊
の
よ
う
に
、
〈
丸
子
〉
で
も
三
鬼
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
面
を
着
け
た
可
能
性
な
ど
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

三
鬼
だ
け
で
な
く
、
波
線
部
「
大
犬
」
（
後
ツ
レ
）
、
破
線
部
「
神
躰
」
と
あ
る
明
神
（
後
シ
テ
）
も
面
を
着
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
表
６
］
で
は
想
定
さ
れ
得
る
能
面
を
記
し
て
い
る
が
、
引
用
部
分
か
ら
は
舞
台
上
に
お
い
て
少
な
く
と
も
五
名
の
役
者
が
面
を
着
用
し
、

同
時
に
舞
台
上
に
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
も
直
面
の
ワ
キ
丸
子
親
王
や
、
臣
下
役
の
立
衆
（
複
数
）
な
ど
も
舞
台
上
に
い
る
は
ず
で
、

先
に
挙
げ
た
引
用
詞
章
の
後
、
戦
闘
場
面
と
な
る
。
〈
丸
子
〉
の
後
場
は
、
多
く
の
役
者
が
動
き
ま
わ
る
演
技
を
見
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

り
を
払
っ
て
、
見
え
た
り
け
り
。

［
ノ
リ
地
］
〈
シ
テ
上
〉
、
則
大
犬
を
、
身
づ
か
ら
引
よ
せ
、
〈
同
下
〉
ノ
ー
、
高
山
に
向
へ
ば
、
て
い
こ
つ
ち
ぐ
ま
、
か
る
や
し
や
の
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3８ 

尊
の
成
道
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
。

一
、
舎
利
ノ
い
だ
て
ん
の
通

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
「
太
夫
」
（
前
シ
テ
）
と
「
連
二
人
」
が
面
を
掛
け
替
え
る
点
で
あ
る
。
登
場
時

の
三
人
は
泥
眼
面
を
着
け
て
い
る
「
三
人
の
美
女
」
（
謡
本
中
の
語
に
基
づ
く
）
で
あ
る
が
、
そ
の
正
体
は
第
六
天
魔
王
で
あ
る
。
「
美
女
」

で
も
常
相
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
女
面
の
泥
眼
面
を
着
け
る
の
は
そ
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
三
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
一
一
一
一
口
い
か
け
て
釈

［
サ
シ
］
〈
三
人
女
サ
シ
〉
げ
に
は
づ
か
し
や
そ
れ
と
て
も
、
佛
は
し
ろ
し
め
ざ
る
ら
ん
さ
り
な
が
ら
、
御
身
は
す
で
に
か
た
じ
け
な

く
も
、
じ
ゃ
う
ぼ
ん
だ
い
わ
う
の
御
子
、
し
ち
だ
太
子
に
て
ま
し
ま
す
う
へ
、
も
ろ
’
Ｉ
の
后
そ
の
う
ち
に
、
や
し
ゆ
た
ら
ぶ
人
の

一
、
面
悪
尉

連
こ
く
う
神

太
夫
後

「
面

連
地
神

一
、
面

連
弐
人

連
二
人
ハ
笛
ノ
上
二
て
は
ん
に
や
の
面
か
け
か
ゆ
る
・
大
夫
同
断
。

太
夫
栫
同
断
太
夫
ハ
後
見
座
二
て
は
ん
に
や
ノ
面
カ
ケ
カ
ュ
ル
。
葵
上
ノ
通
か
ら
お
り
カ
フ
リ
出
ル
。

太
夫

面
し
か
み

面
で
い
が
ん
一
、
か
づ
ら
同
帯
一
、
箔
「
腰
巻
箔
丸
二
て
一
、
腰
帯
一
、
唐
織
ツ
ポ
折

降
魔

一
、
赤
頭
一
、
厚
板
一
、
半
切
一
、
狩
衣
一
、
腰
帯
一
、
扇
持

一
、
白
か
し
ら
「
厚
板
一
、
半
切
一
、
狩
衣
一
、
こ
し
帯
右
二
か
せ
杖
左
に
け
さ
持

（
注
型
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３９室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

御
別
を
も
、
思
ひ
給
は
で
な
さ
け
な
く
、
じ
ゃ
う
だ
う
を
と
げ
た
ま
は
ん
事
、
あ
ま
り
に
き
ざ
き
の
御
な
げ
き
、
さ
こ
そ
と
お
も
ひ

ま
い
ら
す
れ
ば
、
お
な
じ
女
の
う
き
身
な
れ
ば
、
と
も
に
あ
は
れ
を
も
よ
ほ
す
也
、
〈
下
同
〉
し
か
る
べ
く
は
御
じ
ひ
に
こ
の
じ
ゃ
う

だ
う
を
さ
し
を
き
て
王
宮
に
か
へ
り
給
へ
や
。

（
本
文
は
天
理
図
書
館
蔵
室
町
末
期
筆
観
世
流
謡
本
を
底
本
と
し
、
適
宜
濁
点
を
施
す
。
以
下
同
様
。
）

し
か
し
釈
尊
は
動
じ
る
こ
と
な
く
、
美
女
た
ち
の
正
体
を
見
抜
き
、
三
人
は
鬼
に
姿
を
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
面
の
早
替
え
が

行
わ
れ
る
。
面
を
替
え
た
後
の
中
入
前
の
詞
章
を
引
用
す
る
。

［
ノ
リ
地
］
〈
上
〉
い
づ
れ
も
き
め
ん
と
、
あ
ら
は
れ
て
、
ノ
ー
、
お
も
て
を
む
か
ふ
も
、
た
が
ひ
に
は
づ
か
し
、
お
そ
る
し
や
、
佛

の
つ
う
り
き
、
今
は
是
ま
で
、
大
じ
だ
い
悲
の
、
あ
は
れ
み
に
、
わ
が
か
た
ち
を
、
も
と
の
ご
と
く
に
、
な
し
絵
へ
と
、
さ
け
べ
ど

も
な
げ
、
ど
も
、
身
よ
り
い
だ
せ
る
、
こ
塗
る
の
鬼
の
、
か
た
ち
は
さ
す
が
に
、
は
づ
か
し
や
と
、
夕
の
雲
に
、
た
ち
ま
ぎ
れ
、
き

め
ん
の
す
が
た
は
、
う
せ
に
け
り
、
ノ
ー
。
【
中
入
】

「
き
め
ん
（
鬼
面
）
」
と
明
記
さ
れ
て
も
い
る
が
、
こ
の
直
前
に
三
人
の
立
役
が
面
を
替
え
る
。
先
に
引
用
し
た
『
衣
裳
附
」
に
よ
る
と
、

前
シ
テ
は
後
見
座
で
、
ツ
レ
は
笛
座
あ
た
り
で
そ
れ
ぞ
れ
面
を
般
若
面
に
替
え
る
。
シ
テ
が
後
見
座
で
面
を
替
え
る
の
は
物
着
の
形
式
を

と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
物
着
と
は
舞
台
上
で
装
束
を
替
え
る
、
烏
帽
子
な
ど
を
つ
け
る
演
出
で
、
そ
れ
自
体
は
珍
し
く
な

い
演
出
で
あ
る
。
た
だ
し
、
物
着
を
発
展
さ
せ
た
、
舞
台
上
で
面
を
替
え
る
演
出
は
非
常
に
斬
新
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
演

出
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
人
同
時
に
面
を
替
え
る
と
い
う
早
替
え
が
こ
の
能
の
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
り
、
見
せ
場
の
一
つ
と

一
一
一
一
口
え
よ
う
。
こ
こ
か
ら
、
長
俊
が
そ
れ
ま
で
に
成
立
し
た
形
式
に
則
り
な
が
ら
作
能
し
て
は
い
る
が
、
独
自
の
演
出
を
生
み
出
す
こ
と
の

で
き
る
自
由
な
発
想
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

面
の
早
替
え
と
い
う
斬
新
な
演
出
の
後
、
「
美
女
」
か
ら
「
鬼
」
へ
と
変
身
し
た
三
人
は
退
場
し
、
中
入
と
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
後
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の
間
狂
言
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
天
理
図
書
館
蔵
室
町
末
期
筆
観
世
流
謡
本
に
は
先
に
引
用
し
た
中
入
の
段
の
あ
と
に
、
間
狂
一
一
一
一
口
に
ま
つ

０
 

４
 

を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

以
上
［
例
１
］
か
ら
［
例
３
］
の
ご
と
く
、
長
俊
作
品
に
は
次
か
ら
次
に
様
々
な
面
を
つ
け
た
多
く
の
登
場
人
物
が
現
れ
る
も
の
が
多

い
。
応
仁
の
乱
以
降
、
世
阿
弥
時
代
に
は
な
い
作
風
の
作
品
が
多
く
作
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
観
世
弥
次
郎
長
俊
の
作
品
は
、
典

拠
と
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
そ
の
ま
ま
能
に
仕
立
て
る
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
た
め
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
多
く
の
登
場
人
物
を
要
し
、
一

曲
の
中
で
使
用
さ
れ
る
面
の
種
類
や
数
が
必
然
的
に
増
え
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
賑
々
し
さ
そ
の
も
の
が
室
町
後
期
の
能
の
特
色

だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ア
イ
ノ
物
ニ
ザ
ウ
メ
ゴ
ヤ
ウ
、
此
シ
ク
ン
出
ヘ
シ
。
シ
、
モ
出
ル
也
・

（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）

「
ザ
ウ
メ
ゴ
ャ
ウ
」
と
は
「
象
・
馬
・
牛
・
羊
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
四
君
」
と
、
さ
ら
に
「
獅
子
」
が
間
狂
言
に
登
場
す
る
と

注
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
計
天
名
の
狂
言
役
者
を
必
要
と
す
る
。
人
間
で
は
な
く
動
物
を
演
じ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
〈
白
楽

天
〉
間
狂
言
の
小
書
「
鶯
蛙
」
の
ご
と
く
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
動
物
を
演
じ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
面
を
着
用
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
多
人
数
の
能
や
脇
能
で
は
、
間
狂
言
に
お
い
て
も
賑
々
し
く
演
じ
る
の
が
当
時
の
流
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
長
俊
作
品

〈
河
水
〉
の
複
数
の
鱗
の
精
が
酒
宴
を
催
し
て
小
舞
を
舞
う
間
狂
言
や
、
金
春
禅
鳳
作
の
〈
嵐
山
〉
の
替
間
〈
猿
聟
〉
（
こ
の
替
間
が
原
型
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
》
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

（
注
四
）

後
場
に
は
後
シ
ー
ナ
の
第
六
天
魔
王
（
墾
面
着
用
）
、
ほ
か
に
悪
尉
面
を
つ
け
た
堅
牢
地
神
や
天
神
面
を
つ
け
た
虚
空
神
も
現
れ
る
。
舞
台

上
に
お
い
て
、
多
く
の
登
場
人
物
が
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
話
が
進
む
、
始
終
に
ぎ
や
か
な
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
登
場
人
物
を
列
挙
す
る

わ
る
興
味
深
い
注
記
が
あ
る
。
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4l室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

第
四
項
で
例
と
し
て
挙
げ
た
三
曲
は
い
ず
れ
も
、
現
在
は
各
流
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
番
外
曲
で
あ
る
。
『
能
本
作
者
註
文
』
所

掲
長
俊
作
品
で
、
現
存
曲
十
八
曲
の
う
ち
、
番
外
曲
が
十
四
曲
も
あ
り
、
現
行
曲
四
曲
〈
正
尊
×
輪
蔵
〉
〈
江
ノ
島
ｘ
大
社
〉
に
つ
い
て
も
、

い
ず
れ
も
頻
繁
に
は
演
じ
ら
れ
な
い
曲
と
言
え
る
。

信
光
・
長
俊
親
子
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
金
春
禅
鳳
な
ど
も
含
め
て
、
室
町
後
期
成
立
の
作
品
は
世
阿
弥
時
代
の
も
の
に
比
べ
て
か

な
り
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
る
。
中
に
は
、
演
じ
る
に
は
か
な
り
の
お
金
を
必
要
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
作
品
も
少
な
く
な

い
。
大
規
模
か
つ
派
手
な
作
り
物
か
ら
役
者
が
登
場
す
る
演
出
、
多
人
数
を
要
す
る
構
成
な
ど
、
先
学
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
特
徴

に
加
え
、
一
曲
の
内
で
使
用
さ
れ
る
面
の
数
や
種
類
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
「
必
要
と
す
る
能
面
の
多
さ
」
も
、
室
町
後
期
に
成
立
し
た

作
品
の
多
く
が
、
後
世
ま
で
享
受
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
特
定
の
作
品
の
み
で
使
用
さ
れ
る
能
面
「
専
用
面
」
が
、
室
町
後
期
に
成
立
し
た
作
品
か
ら
は
あ
ま
り
生
ま
れ
て
い
な
い
こ
と

も
注
目
に
値
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
代
の
作
品
に
上
演
が
頻
繁
か
つ
途
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
が
少
な
い
こ
と
と
関
連
し
て

室
町
後
期
成
立
作
品
の
中
に
は
江
戸
時
代
に
上
演
に
際
し
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
長
俊
作
〈
正
尊
〉
の
ツ
レ
静
御
前
が

（
注
別
）

（
注
皿
）

子
方
に
変
違
え
ら
れ
現
在
に
至
る
。
信
光
作
〈
船
弁
慶
〉
の
義
経
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
花
の
精
の
争
い
を
描
い
た
長
俊
作
ｐ
叩

く
花
軍
〉
の
後
場
に
登
場
す
る
数
人
の
花
の
精
に
お
い
て
も
、
本
来
は
成
人
の
役
で
あ
っ
た
は
ず
の
登
場
人
物
を
子
方
に
演
じ
さ
せ
る
演
出

（
注
堅

（
注
羽
）

が
後
に
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
変
は
、
能
面
と
は
何
ら
関
係
な
い
、
別
の
意
図
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
結
果
的

に
一
つ
の
曲
の
中
で
使
用
す
る
面
の
数
を
少
し
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
か
え
て
ｌ
室
町
後
期
の
能
の
時
代
性
Ｉ

Hosei University Repository



4２ 

世
阿
弥
が
確
立
し
た
能
の
世
界
が
確
固
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
世
阿
弥
時
代
の
後
に
生
ま
れ
た
作
品
の
多
く
が
世
阿
弥
の
生
み

出
し
た
形
式
に
則
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
身
は
世
阿
弥
が
最
終
的
に
目
指
し
た
「
幽
玄
」

な
能
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、
信
光
や
長
俊
作
の
鬼
退
治
物
の
多
く
が
ワ
キ
に
よ
っ
て
シ
テ
が
退
治
さ
れ
る
筋
立

て
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
主
人
公
が
誰
か
と
い
う
類
の
問
題
と
は
別
に
、
形
式
上
最
初
に
舞
台
に
登
場
し
、
最
後
に
退
場
す
る
の
が
ワ
キ

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
シ
テ
は
途
中
で
登
場
し
、
途
中
退
場
や
扮
装
を
替
え
る
こ
と
が
可
能
な
存
在
と
し
て
恐
ら
く
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
信
光
作
〈
羅
生
門
〉
の
シ
テ
悪
鬼
が
前
場
に
は
登
場
せ
ず
、
後
場
に
の
み
作
り
物
の
中
か
ら
登
場
す
る
が
、
所

作
や
働
事
の
み
で
セ
リ
フ
や
謡
が
全
く
な
い
点
や
、
〈
船
弁
慶
〉
の
前
シ
テ
静
御
前
、
後
シ
テ
平
知
盛
の
霊
の
よ
う
に
、
全
く
関
連
が
な
く
、

か
つ
同
じ
場
面
に
登
場
し
な
い
二
人
を
そ
れ
ぞ
れ
前
・
後
の
シ
テ
と
す
る
点
、
そ
し
て
、
ワ
キ
が
活
躍
す
る
能
の
あ
り
方
な
ど
は
、
二
部

式
の
能
の
典
型
の
形
式
や
順
序
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
当
て
は
め
て
い
っ
た
結
果
と
も
言
え
よ
う
。

室
町
後
期
に
成
立
し
た
派
手
な
演
出
の
作
品
が
、
初
演
時
に
は
大
い
に
観
客
の
目
を
引
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

た
だ
し
、
諸
々
の
条
件
に
よ
り
そ
れ
ら
が
現
行
曲
と
し
て
現
代
ま
で
根
付
く
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
阿
弥
作
品

に
は
な
い
登
場
人
物
や
演
技
を
取
り
入
れ
、
世
阿
弥
と
は
異
な
る
作
風
の
作
品
を
多
く
作
る
ほ
か
、
面
の
早
替
え
な
ど
の
新
し
い
演
出
に

も
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
結
果
的
に
能
の
あ
り
方
に
幅
を
持
た
せ
た
と
も
言
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
室
町
後
期
の
能
役
者
た
ち
が
、
新

し
い
試
み
に
次
々
に
挑
戦
し
て
い
っ
た
姿
勢
は
、
猿
楽
が
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
ま
だ
「
古
典
芸
能
」
で
は
決
し
て
な
く
、
新
し
い
も
の

を
提
供
す
る
斬
新
な
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ッ
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

＊
こ
の
論
考
は
二
○
○
七
年
十
二
月
七
日
～
九
日
に
行
わ
れ
た
国
際
研
究
集
会
「
散
楽
と
仮
面
」
（
於
早
稲
田
大
学
大
隈
小
講
堂
、
早
稲

田
大
学
演
劇
博
物
館
主
催
）
第
一
日
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
時
代
別
に
見
る
能
面
の
変
遷
」
の
要
旨
を
基
に
し
て
い
る
。
発
表
の
席
上
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４３室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

（
注
）

１
樹
下
好
美
氏
「
龍
神
物
の
成
立
」
（
「
中
世
文
学
」
第
三
十
七
号
、
一
九
九
二
年
六
月
、
中
世
文
学
会
）

２
増
補
国
語
学
国
文
学
研
究
史
大
成
８
「
謡
曲
狂
言
』
（
一
九
七
七
年
、
一
一
一
省
堂
）
一
一
一
一
一
頁
注
一
三
。

３
中
村
格
氏
「
『
井
筒
』
の
主
題
と
「
幽
玄
」
」
Ｓ
観
世
」
一
九
七
六
年
四
月
号
、
槍
書
店
）

４
天
野
文
雄
氏
「
能
の
童
子
（
下
巨
Ｓ
観
世
」
一
九
八
○
年
四
月
号
、
槍
書
店
）

５
岡
家
蔵
「
観
世
流
仕
舞
付
」
で
は
、
〈
通
小
町
〉
の
シ
テ
四
位
少
将
の
面
に
つ
い
て
「
面
、
痩
男
。
蛙
（
河
津
）
二
て
も
。
怪
士
・
平
太
も
懸
る
。

七
太
は
平
太
懸
る
。
」
（
藤
岡
道
子
氏
編
「
岡
家
本
江
戸
初
期
能
型
付
』
に
よ
る
）
と
し
、
選
択
肢
の
中
に
怪
士
面
と
平
太
面
を
併
記
す
る
。
さ
ら

に
北
七
大
夫
長
能
（
一
五
八
六
～
一
六
五
三
）
が
〈
通
小
町
〉
で
平
太
を
使
用
し
た
こ
と
も
記
録
す
る
。

６
〈
和
布
刈
〉
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
金
春
禅
竹
説
も
あ
る
が
、
確
定
的
と
は
言
え
な
い
た
め
本
稿
で
は
作
者
不
明
と
す
る
。

７
「
申
楽
談
儀
」
に
は
「
今
増
阿
着
る
尉
の
面
を
、
一
色
に
彩
色
き
、
…
」
、
「
時
々
、
源
三
位
に
彩
色
き
て
着
ら
れ
し
也
。
」
な
ど
、
演
能
の
都

度
能
面
に
彩
色
を
施
し
て
使
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
記
事
が
散
見
す
る
。

８
表
章
氏
「
観
世
小
次
郎
信
光
の
生
年
再
検
（
上
）
（
下
）
ｌ
通
説
は
十
五
年
ず
れ
て
い
る
」
Ｓ
観
世
」
一
九
九
九
年
七
・
八
月
号
、
桧
書
店
。

「
観
世
流
史
参
究
」
（
二
○
○
八
年
二
月
）
に
収
録
）

９
拙
稿
「
観
世
小
次
郎
信
光
の
能
作
活
動
ｌ
〈
大
蛇
〉
を
手
が
か
り
に
Ｉ
」
（
『
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
Ⅶ
号
、
二
○
○
六
年
一
月
、
早
稲
田

大
学
演
劇
博
物
館
ｎ
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

、
表
章
氏
「
室
町
期
の
観
世
座
の
「
脇
之
為
手
」
（
下
）
Ｉ
観
世
長
俊
・
観
世
元
頼
・
観
世
四
郎
左
衛
門
」
（
「
観
世
』
二
○
○
○
年
一
一
月
号
、
槍

書
店
。
『
観
世
流
史
参
究
」
（
二
○
○
八
年
二
月
）
に
収
録
）

で
石
井
倫
子
氏
・
大
谷
節
子
氏
・
竹
本
幹
夫
氏
・
平
林
一
成
氏
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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4４ 

別
表
き
よ
し
氏
「
〈
正
尊
〉
の
子
方
に
つ
い
て
」
（
「
鏡
仙
』
三
七
一
号
、
一
九
八
九
年
六
月
、
銭
仙
会
）

Ⅲ
天
野
文
雄
氏
「
〈
安
宅
》
《
船
弁
慶
》
の
判
官
と
〈
海
人
》
の
房
前
な
ど
は
本
来
は
子
方
の
役
に
あ
ら
ず
」
（
大
槻
能
楽
堂
会
報
「
お
も
て
』
七
十

七
号
、
一
一
○
○
三
年
六
月
、
大
槻
能
楽
堂
）

犯
西
野
春
雄
氏
弓
花
軍
』
演
出
史
」
（
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
一
九
七
五
年
八
月
号
、
能
楽
書
林
）

羽
拙
稿
「
観
世
弥
次
郎
長
俊
の
作
詞
法
と
後
世
の
評
価
」
（
『
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
１
号
、
一
一
○
○
三
年
一
一
一
月
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
ｎ
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

岨
前
掲
注
肥
参
照
。

旧
同
書
の
〈
舎
利
〉
の
項
に
は
「
い
た
天
一
、
面
天
神
一
、
黒
た
れ
一
、
龍
臺
一
、
腰
帯
一
、
袖
無
「
大
口
（
「
半
切
」
を
消
す
）

一
、
打
杖
「
厚
板
」
と
あ
り
、
天
神
面
を
指
定
し
て
い
る
。

凹
王
冬
蘭
氏
「
能
『
呂
后
』
と
『
前
漢
書
平
話
」
」
（
『
芸
能
史
研
究
」
’
二
○
号
、
一
九
九
三
年
一
月
、
芸
能
史
研
究
会
）

Ⅲ
同
書
上
部
余
白
に
「
此
ツ
レ
金
剛
ニ
ハ
姥
ト
有
ト
モ
イ
カ
、
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
『
妙
佐
本
仕
舞
付
』
に
は
「
リ
ョ
コ
ウ
、
女
」
と
あ
る
。

「
妙
佐
本
仕
舞
付
』
に
は
「
ウ
バ
」
の
語
も
見
え
、
「
女
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
〈
呂
后
〉
が
信
光
作
〈
皇
帝
〉
に
設
定
が
類
似
す

る
点
か
ら
も
、
も
と
は
ツ
レ
が
姥
面
を
着
け
る
よ
う
な
老
婆
の
役
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ま
い
。

■
口
頭
発
表
時
に
お
け
る
大
谷
節
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

砠
平
太
面
と
怪
士
面
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
第
二
項
に
お
い
て
述
べ
た
。

Ⅳ
小
林
健
二
氏
「
観
世
長
俊
の
作
能
に
お
け
る
一
特
色
ｌ
番
外
曲
〈
丸
子
》
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
能
と
狂
言
』
創
刊
号
、
一
一
○
○
一
一
一
年
四
月
、
能
楽

1２１１ 学
会
） 前
掲
注
２
参
照
。

王
冬
蘭
氏
「
能

渡
邊
信
幸
氏
「
神
能
の
変
遷
過
程
に
お
け
る
改
変
の
諸
相
」
（
『
中
世
文
学
』
第
三
十
八
号
、
一
九
九
三
年
六
月
、
中
世
文
学
会
）
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４５室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

一
墓
。 陰

使

蠅匝‐｜筐Ｆ｜廓｜Ⅷ｜」儘｜‐｜」「扁巨」座‐ＦＥ黛亟嫌･中野菊乃氏「能面使用別一覧」（1965年５月)、諸古型付、現行謡本等を参考に作成。なお、本
文中でもお断りしたが、本表は使用する面の大概を把握するためのもので、流儀や家、時代に
よる細かな相違についてすべてを網羅するものではない。必要が生じた項目のみ本文および注
にて記すこととする。

･曲名の別名や併用される能面は九括弧（）に括って表記する。
･散侠曲や演出資料が管見に入らないものについては［役名：想定され得る能面］と表記する。
・シテが中入しない、もしくは後場のみの登場の場合も「(前)シテの面」に統一して記載する。
・ツレの項は、（例)前ツレの面/後ツレの面など、一行に２面以上を記載する場合は「/」で区
切る。

・シテの場合は直面であっても記入するが、ツレが直面の場合は記入しない。

*<盲打〉・・・に道」に「女体」として挙げられている記述より推測

曲名 申楽談儀所掲作者 (前)シテの面 後シテの面 ツレの面

八幡(弓八幡） 世阿弥 小尉 那郭男

相生(高砂） 世阿弥 小尉 那郷男 姥

養老 世阿弥 小尉 那郵男 連面

老松 世阿弥 小尉 雛尉

塩釜(融） 世阿弥 笑尉(朝倉尉） 中将(今若）

蟻通 世阿弥 小尉

箱崎 世阿弥 小面 小面 連面

鵜羽 世阿弥 深井(曲見） 泥眼 連面

盲打 世阿弥 [散快につき不明:女面]＊

静(吉野静か） 井阿弥 若女(小面･深井･増） 若女(小面･深井･増）

松風村雨 世阿弥 若女(深井･小面） 連面

百万 世阿弥 深井

浮舟 横越元久 若女(増･深井･小面） 十寸髪(増･小面）

槍垣の女 世阿弥 老女 老女(槍垣･痩女）

小町(卒都婆小町） 観阿弥 姥

通盛 丼阿弥 笑尉(朝倉尉） 中将(今若） 姥/連面

薩摩守(忠度） 世阿弥 笑尉(朝倉尉） 中将(今若）

実盛 世阿弥 笑尉(朝倉尉） 笑尉(朝倉尉）

頼政 世阿弥 笑尉(朝倉尉） 頼政

清経 世阿弥 中将(今若） 連面

敦盛 世阿弥 直面 十六など

丹後物狂 井阿弥 直面 直面

自然居士 観阿弥 喰食

高野(高野物狂） 世阿弥 直面 直面

逢坂(逢坂物狂） 世阿弥 [盲目の男：男面類か］

の重荷 世阿弥 阿古父尉 重荷悪尉 連面

佐野の船橋(船橋)． 世阿弥 直面 阿波男(怪士･千種男） 連面

四位の少将(通小町） 観阿弥 痩男(河津） 連面

泰山も〈(泰山府君） 世阿弥 増 天神(小癒見） 連面
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4６ 

【表２】観世元雅主要作品における使用面

壜
【表３】金春禅竹主要作品における使用面

』』ご回』』』』』二』』ご』』
』』』』二

香

朏耐鵬脳臓餓鋤帽拝細鵡赫軌蛎耀融禰溌癩
神春

逢不

曲名 (前)シテの面 後シテの面 ツレの面

歌占 直面(那郵男）

隅田川 深井(曲見）

朝長 深井(曲見） 中将 連面

盛久 直面

吉野山(吉野琴） 女面 女面 女面

弱法師 弱法師

曲名 (前)シテの面 後シテの面 ツレの面 龍の登場

雨月 笑尉(朝倉尉） 小尉(鮫尉） 姥

小塩 笑尉(朝倉尉） 中将(今若）

杜若 若女(深井・小面）

春日龍神 小尉 黒髭(古くは飛出・鬼面も） ○ 

賀茂 増 大飛出 連面

鍾旭 怪士(古くは童子も） 小癩見

小督 直面 直面 連面×２

千手 小面(若女・深井・増）

龍田 増(深井・小面） 増(深井・小面）

玉葛 深井(増・小面・若女） 十寸髪(若女・増）

定家 若女(深井・小面） 泥眼(霊女）

東北 若女(深井・小面） 若女(深井・小面）

野宮 若女(深井・小面） 若女(深井・小面）

芭蕉 深井(近江女） 深井(近江女）

松虫 直面 怪士

熊野 若女(深井・小面） 連面

楊貴妃 若女(増・小面）

不逢森(反魂香） [娘：女面］ [娘の霊：女面］
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４７室町後期の能と能面一能作者別に見る能面用法の変遷

仁
・
吟
。

Ｌ
三

鰯
二
一

世 お

也
天
蛇
井
船
岬
柤
帝
蝶
大
井
良
忠
園
上
枅
搬
季
山
狩
柳
人
７

子

雌
》
輔
大
亀
貴
九
高
皇
胡
施
玉
張
知
巴
氷
訓
船
光
村
僻
断
天
野
繩

太
［ 

春 お

「■■■
￣￣■ 

■■■ 
■■■■■■ 
￣■ 
－－ 

曲名 (前)シテの面 後シテの面 ツレなどの面 龍の登場

愛宕空也 三光尉 悪尉 黒髭 ○ 

章駄天 怪士(天神） 怪士(千種男）

大蛇 尉 黒髭(大飛出） 姥 ○ 

亀井 [亀井の化身：男面か直面］ [亀井の霊：男面］

貴船 小面

九世戸 笑尉(朝倉尉） 黒髭 連面 ○ 

高祖 [本命星：鬼神系面か］

皇帝 小尉 小癒見 露

胡蝶 増(若女） 増

太施太子 泥眼 悪尉 連面/泥眼 ○ 

玉井 増 悪尉 連面×２ ○ 

張良 小尉(阿古父尉） 鼻瘤悪尉(茗荷悪尉） 黒髭 ○ 

知忠 直面

巴園 [翁：尉面］ [姥：姥面][青龍：黒髭か］ ○ 

氷上 [漁夫：尉面］ [鬼：鬼神系の面か］

二人神子 女面

船弁慶 若女(深井・小面・増） 三日月(阿波男・鷹）

光季 直面

村山 直面 深井

紅葉狩 若女(増・近江） 麹 連面×複数

遊行柳 阿古父尉(朝倉尉） 駿尉

吉野天人 増(若女・小面） 増(若女・小面）

羅生門 露

龍虎 笑尉(朝倉尉） 塾(獅子口） 黒髭 ○ 

曲名 (前)シテの面 後シテの面 ツレなどの面 龍の登場

嵐山 小尉 大飛出

姥

那鄭男(子方の場合も）

女面(子方の場合も）

猿(間狂言く猿聟>）

生田敦盛 十六(中将・童子)など

一角仙人 一角仙人(怪士・真角）
連面

髭×２(子方が古型か）
○ 

黒111
[泰山府君：

天神もしくは飛出か］

東方朔 小尉 茗荷悪尉(大悪尉） 連面

初雪 小面 増 連面
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4８ 

【表６】観世長俊現存作品における使用面

曲名（前)シテの面後シテの面ツレなどの面龍の登場

曲見増 ■、■
江ノ島笑尉(朝倉尉）大飛出(里髭）増 ■F■■ 

小尉鼻瘤悪尉連面/黒此 ■■ 
天神 ■■■ 
直面連面/里髭/怪士

樒塚［男の鉦怪士卒力］［妻の霊女面］

正尊直面直面女面(現行は子方）■■■
親任登場人物すへて直面力 ■■■ 
卿寺［大蛇里髭力［天狗大癩見の類力］戸■
花軍４面(曲見）石王尉連面×複数(子方の場合も）■■■
広元直血１－女面

輪蔵皷尉小尉/天神

老子［天女：女面］［老子：尉面か天女(前シテと同体）：女面］

＊「妙佐本仕舞付」の「カンシン、地の出立」による(第四項［例１］〈呂后>参照）

曲名 (前)シテの面 後シテの面 ツレなどの面 龍の登場

異国退治 [老翁：尉面］ [志賀明神：悪尉面系か］
[龍女：泥眼等か］

[龍神：黒髭や飛出か］
○ 

厳島 曲見 増 童子(子方の場合も)/黒髭 ○ 

江ノ島 笑尉(朝倉尉） 大飛出(黒髭） 増 ○ 

大社 小尉 鼻瘤悪尉 連面/黒髭 ○ 

岡崎 天神

河水 直面 連面/黒髭/怪士 ○ 

葛城天狗 平太(`怪士・直面） 大癒見

怪士(子方の場合も）

童子(子方の場合も）

大悪尉

降魔 泥眼→般若(早替） 露

泥眼→般若×２(早替）

悪尉

天神

[間狂言：象･馬･牛･羊･獅子］

樒塚 [男の霊：怪士系か］ [妻の霊：女面］

正尊 直面 直面 女面(現行は子方）

親任 登場人物すべて直面か

長卿寺 [大蛇：黒髭か］ [天狗：大癒見の類か］ ○ 

花軍 小面(曲見） 石王尉 連面×複数(子方の場合も）

広元 直面 直面 女面

丸子

(三上ヶ巖）
[老翁：尉面］ [明神：悪尉面系か］

[三鬼：鬼面(麺や飛出か)ｘ３］

[大犬：鬼神面系か］

呂后 直面

筋(般若）

三日月

怪士類(黒髭？）

女面(姥面）

△＊ 

輪蔵 駿尉 小尉/天神

老子 [天女：女面］ [老子：尉面か］ [天女(前シテと同体）：女面］
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